
1.研究目的

　数ある趣味の中で家庭菜園を楽しみにしている

高齢女性に目を向けた。今ある家庭菜園用具は本

当に”この形”が使いやすいのか。そのことを確

かめるために、家庭菜園用具の研究を始めた。

　日本に昔からある農具と現代のガーデニング用

品の見直しを行い、より良い道具を提案するの

が、今回の研究の狙いである。

2.調査と分析

　農具に慣れ親しんでいる祖母に協力してもら

い、様々な道具の①使用方法②使用者の話③見て

いて気になった点④実際に自分も使ってみる⑤市

販品の確認をし、これらを表にまとめた。道具

は、畑仕事によく使用されているシャベル、熊

手、クワ（片手、畝、開墾）、収穫バサミ、ジョ

ウロ、カマで、これらを試してもらった結果、以

下の3点をデザイン対象にした。

　シャベル：土に差し込む時、手の平の窪みに柄

の先端を当てて押していた。これは体重を乗せて

力を入れることができ、市販のシャベルはこうし

た持ち方に対応していない。開墾クワ：左手は柄

の付け根辺りを持ち、右手は振り上げるときは刃

の近くに手をおき、振り終えるときは左手の近く

まで手を滑らせる。使用者の話では、下に来た手

が滑り抜けてしまうことがあるらしい。ジョウ

ロ：自宅と畑までは40ｍほどありそこまで6リット

ルのジョウロを運んでいかねばならない。ジョウ

ロを両手で持ったり片手で持ったりしていた。私

も持ってみると、①ジョウロが足に当たり②持ち

手は片手だけで運ぶことを前提に作られていた。

3.コンセプトの立案

　「使いやすく、オシャレな道具」

・高齢者にとって、持ちやすく使いやすくする

・道具をよりおしゃれに、より親しみやすくする

・上記内容を踏まえ、道具セットを提案する

4.デザイン展開

　①持ちやすさ、使いやすさについて。シャベル

は手の平にフィットさせるため柄の長さを短く

し、先を丸くした。また、掘る部分に６ｍｍの穴

を開け、収納時の手間を少なくさせた。クワはス

ライドする持ち手がついており、ストッパー部分

には磁石が埋め込まれている。それにより、止ま

る時の衝撃を滑らかにし作業を楽にする。皮のベ

ルトは持ち上げるのを補助し、手が滑りぬけるの

を防止させる役目がある。ジョウロは持ち運ぶこ

とを意識して、両手でも持ちやすい柄の長さ・太

さにすることで、重たくても運びやすくした。さ

らに、タンク部分の形を弧にすることで足にぶつ

かるのを抑える。②おしゃれと親しみやすさにつ

いて。女性がおしゃれに楽しく家庭菜園ができる

ように、見た目は優しい形状に。配色はやわらか

い色使いに仕上げた。グリップの模様は使用者が

持つ位置を意識して描かれている。③セットにつ

いて。上記のアイディアを他の道具に生かせるも

のを流用し、一つの家庭菜園セットにした。

5.完成図

6.結論

　祖母と農業をしている祖母の友人６人に作った

モデルを見てもらった。形状について、シャベル

は”握りやすい、確かに納得できる、もう少し柄

を長くして欲しい”、クワは”使いやすそうだ、

年寄り向けのデザインだ”という意見をもらっ

た。しかしスライドする位置と幅は再度検討した

ほうが良さそうだ。ジョウロは”両手で持ちやす

く、作業面でも楽になるだろう”という意見だっ

た。おしゃれ感については、”おしゃれで、色合

いも綺麗だ、セットとしても良い”という意見を

もらった。
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